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加美小学校だより 

発行 校長 梶並裕子 

緊急事態宣言が発令されてからは、縦割り活動もやめ

ています。地域の皆様方にも、来校をご遠慮頂いており、

6 月の参観日も中止することにいたしました。今年度の水

泳指導も中止となりました。朝の健康チェックなどこれ

までの予防策を強化するだけでなく、緊急事態宣言下で

は、これまで以上に気を配って過ごしています。 

こんな中でも、子ども達が授業でしっかり活躍したり、

工夫して遊んだり、暮らしたりしている姿や、 

様々な場面で見せてくれる笑顔ややる気は 

本当にすばらしいです。 

なかよくし 進んで学び やりとげる 

健康委員会の子ども達が、パソコンでちらしを作って

「職員室にも貼ってください」と持ってきてくれました。 

このちらしは 2 人の男の子が作ったちらしです。学校の

役に立つことは何かと、委員会で話し合い、自分達ができ

ることをやろうと、前向きに取り組んでいたと、担当は、

子ども達のひたむきな姿を嬉しそうに語っていました。→ 

  上の写真は、6 年生の理科の授業です。国の「GIGA スクール構想」を受け、ひとり１台ずつタブレットが導

入されました。本校では、引っ越しも終わり、高学年から使用が始まっています。授業では、「肺の機能」「呼吸

の仕方」など決められたテーマを自分で調べ、調べた画面を友達に見せ説明したり、プレゼンを作り前のプロジ

ェクターにタブレットをつなげて、全員に発表したりしていました。パソコンと違い機動力が大きく、授業風景

が変わりました。また、電子黒板（1台）も導入され利用しています。各教室にある、教材提示装置や、プロジ

ェクターなどは、随分当たり前に授業で使うようになっていますが、今年は算数で全学年に「デジタル教科書」

が整備されましたので、より ICT を活用した授業が展開されることになります。時代が動いています。 

 子ども達にタブレットの感想を聞いてみますと、「授業が楽しくなった。」「自分でできるのがいい。」ととても

好評でした。ただ、日によっては、wi-fi 接続がうまくいかないときがあり、これからの課題になっています。 

今後は、タブレットを家庭に持って帰って利用することも想定しております。29 日、30 日の週末には家庭に

持ち帰って Wi-Fi 接続のテストをしていただきありがとうございました。6 月 2 日には、「健康観察」を想定し

た、リモート会議（模擬集会）のテストを行います。大変お手数をおかけしますが、 

未来の学習のためにどうぞ宜しくお願いいたします。 

1 年生はじめてのプログラミング学習 今年から始まった『加美♡幸せ人間学』の中

で、「失敗しても挑戦する」勉強として、1 年生が、プログラミング教育の授業を受けま

した。友達と試行錯誤しながら課題に挑戦し、目標にむけて頑張ることができました。 

５月７日、感染防止に気をつけ距離をとりながら、 

「1 年生を迎える会」が行なわれました。６年生が企画

してくれましたが、コロナ禍がだんだん厳しくなって

いくなか、6 年生は密にならず、それでも全校が楽しめ

る方法を模索し、工夫をこらしながら、温かく楽しい会

をしてくれました。２年生から 5 年生も、代表でお祝

いの言葉をいってくれました。1年生ひとりひとりの名

前と顔写真が大きくステージに映し出される中、1 年生

はくじびきで質問を選び、台の上に登って 6 年生から

の質問にしっかりこたえていました。 

 
せっかく４月からランチルームで全校食べるようになっていた

給食も、今はまた密をさけるため低学年は教室でとり、全学年の

子どもがパーテーションで区切られた空間のなか、黙食を行って

います。さみしいですが、「今は我慢のとき」とわかってくれてい

る子ども達に少しでもストレスが減ることができればと考えてい

ます。 

デジタル教科書を映している電子黒板 

お知らせ：美咲町小中学校では本年度の水泳指導は中止とな

りました。それに伴い、PTA プール開放も中止いたします。 


